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.
大
学
史
ノ
ー
ト

明
治
大
学
史
紀

要
第

十

一
号

(
二
〇
〇
七

∴
二
)

応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕

一

飯

澤

文

夫

畑
耕

一
と
明
治
大
学

畑
耕

一

(は
た

・
こ
う

い
ち
)

は
、
大
正
か
ら
戦
前

期
に
か
け

て
、
小
説
家
、
評
論
家
、
劇
作
家
、

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
、
幅
広

く
活
躍
し
た
人
物

で
、.
大
正

一
四
年

二

九
二
五
)
に
本
学
講
師
、

昭
和

二
年

二

九

二
七
)
か

ら
は
教
授
と

し

て
教
壇

に
立

っ
た
。

.
(写
真
は
渡
邊
白
蘭
氏
提
供
〉

明
治

二
九
年

三

八
九
吉

に
広
島
市
堀
川

町

(現
中
区
)
に
生

り

ま

れ
、
東
京

帝

国
大

学
英
文

科

を
卒
.業

し

て
、
東
京

日

日
新
聞

(後
に
国
民
新
聞
社
学
芸
部
長
)
に
入
社
、

記
者

と
し

て
活

躍
す

る

、・
傍
ら

で

「
三

田
文
学
」
な
ど

に
小
説
を
発
表
、

そ
の
後
、
松
竹

キ
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ネ

マ

(研
究
所
長
、
企
画
部
長
)
に
移

り
、
映

画
や
大
衆

演
劇
に
も
関
わ

っ
た
。
昭
和

一
九
年

に
広
島

県
可
部

町

(現
広
島
市
安
佐
北
区
)
に

疎
開

し
、
そ

の
ま

ま
東
京

に
戻

る

こ
と
な
く
、
三

二
年

に
六
十

五
歳

で
亡
く
な

っ
た
。
去
年

一
一
月
に
五
十

回
忌
を
迎

え
た
。
本
学
を
辞

し
た
年

は
疎
開
時

か
と
推
測
さ
れ

る
が
、
現
在

の
と

こ
ろ
、
昭
和

一
五
年

の
在
職

ま

で
し
か
確
認

で
き
て

い
な

い
。
本
学

の
他
、
.日
本
大

学
講
師

(「演
劇
講
座
」
)
と
上
智
大
学
講
師
を
勤
め
た
。

作
家

と
し
て
は
、
「
永
井
荷
風

や
久
保

田
万
太
郎

な
ど
か
ら
多
分
に
影
響
を
受
け
た
浪
漫
的
耽
美
的
」
(『
日
本
近
代
文
学
大
辞
典
』
講
談
社
)

と
評

さ
れ
、
芥

川
龍

之
介

の
序

文
を
得
た
小
説

・
戯
曲
集

『
笑

ひ
き
れ
ぬ
話
』

(大
正

一
四
)
や
小
説

『
棘

の
楽
園
』

(昭
和
四
)
な
ど
、
多

数

の
作

品
を
残

し
て

い
る
。

本

学
に
招

か
れ
た
経
緯
は
詳

ら
か

で
は
な

い
。
大
正

一-四
年

に
は

「
文
芸
概
論
」

を
担
当
、

昭
和
七
年

の
文
科
専
門
部
発
足
時

に
、
学

生
募
集

用
と
し
て
作

成
さ
れ

た

『
明
治
大
学
文
科
要
覧

一
九

三

二
』

に
は
、
・文
芸

科

で

「
新
聞
雑
誌
編
輯
」

と

「
性
格
学
」
を
担
当
、

新
聞

科

で
学
科
担
当
講
師

と
な

っ
て

い
る
。

『
明
治
大
学
文

学
部

五
十
年
史

』
」
よ
れ
ば
、

昭
和

一
〇
年

代

に
は
、
「
文

芸
概
論
」
「
ジ

ャ
ー

ナ

リ
ズ

ム
研
究
」

「
映
画
研
究
」

を
担
当

し

て

い
る
。
映
画

研
究
部
顧
問
も
務
め
た
。

ま
た
へ

自
ら

の
豊
富
な
人
脈
を
活

か
し
パ
文

学
や

マ
ス

コ
ミ
界

で
活

躍
す
る
人
物

を
招

い
て
、

サ

ロ
ン
的
雰
囲
気

の

「
文
芸
座
談
会
」

を
、
大
学
周
辺

の
喫
茶
店
や

ラ
ン
チ

ョ
ン
な
ど

で
開

い
た
り
も
し
た
。

畑

の
本
学

に
お
け
る
足
跡

は
、

こ
う

し
た
教
育
上

の
功
績
も
、さ

る
こ
と
な
が
ら
、
注
目
す

べ
き
事
柄

が

二
点
あ

る
。

第

一
点
は
、

尾
佐
竹

猛
ら
と
と
も

に
昭
和
初
期

に
起

こ

っ
た
文
科
復
活
運
動

に
参

画
し
た

こ
と

で
あ
る
。

昭
和

二
年

に
津

村
卓
男
が
文
化
復
興

の
目
的

で
創
刊

し
た
雑
誌

「
駿
台
文
学
」

の
同
人
、
昭
和
六
年

の

「
文
科
設
置
懇
談
会
」

の
メ

ン

バ
ー
と
な

っ
て
、
運
動
を
推
進

し
た
。

第

二
点

は
、
応

援
歌

・
学
生

歌
三
曲

の
作

詞
を
行

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

昭
和
三
年

の

「
若

人

『
明
治
』

の
歌

復
興
祝
祭

記
念
歌
」
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応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕

(飯
澤
)



.
大

学
史

ノ

ー
ト

(高
階
哲
夫
作
曲
)
、
同

五
年

の

.「
輝

く
明
治
」

(山
田
耕
搾
作
曲
)
、

同
年

の

「
明
治
大
学
応
援

歌
」

(山
田
新
搾
作
曲
)
で
あ

る
。

「
若
人

『
明

治
』

の
歌

復

興
祝
祭
記
念

歌
」

に
際

し
て
、

「
質
実

な
学
生

の
気
息

を
も

っ
た

言
葉
」

を
選
び

「
本
当

の
明
治
大
学
若

き
感
激
を

そ

こ

に
出
し
た

い
と
考

え
た
」

(「
駿
台
新
報
」
昭
和
三
年
四
月
二

一
日
)
と
、
熱

き
思

い
を
吐
露

し
て

い
る
。

こ
う

し
た
畑

の
功
績
を
、
大
学
史

の
中

で
正
当
に
評
価

し
、

顕
彰

し

て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
老
思
う
。

そ

の
こ
と
は
後

日
に
期
す

と
し

て
、
・以
下

に
、
畑

に
関

し
て

こ
れ

ま
で
行

っ
て
き
た
資
料

調
査

の
概
略
と
、
資

料

の
所
在
状
況
を
報
告

す
る
。

二

著
書
等
の
本
学

へ
の
寄
贈

一
九
九

七
年

一
〇

月

に
、
未

亡
人

畑
愛
子

さ
ん

か
ら
千
代

田
区
神

田
小
川
町
在

住

の
関

係
者
を

通
じ

て
図
書

館

に
、
著

書

、
レ

コ
ー

ド
、
作

詞
歌
詞
集
が
寄
贈
さ
れ

た
。
中
央

図
書
館

の
明
大
文
庫

に
収
蔵

さ
れ
た
。

著
書

は
、
前
記

の
他
、

『
広
島
大

本
営
』
『
随
筆

愚
人

の
祭
壇
』

『
句
集

蜘
蛛
う
ご

く
』

『
世

界
童

話
集

上
、

下
巻
』
『
最
新

国
文

読
本
』

な
ど
三
十

三
冊

で
、

ほ
ぼ
全
著
作

で
あ
る
。

レ

コ
ー
ド

は
、
戦
前

の
S
P

二
枚

で
、
そ
れ

ぞ
れ
両
面

に
、

「
輝

く
明
治
大
学
/

明
治
大
学
応

援
歌
」

(
コ
ロ
ム
ビ
ア
)
、

「
明
治
大
学
校

歌
/
若

人

「
明
治
」

の
歌
」

(ビ
ク
タ
丁
)
.が
録

音
さ
れ

て

い
る
。

い
ず

れ
も
、
管

弦
楽
付
合
唱

で
、
,明
治

大
学
学
友
会

音
楽
部
員
が
歌
　っ

て
い
る
。
戦
前

の
歌

唱
法

を
知

る
貴

重
な
音

源

で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、

国
立
音
楽
大
学

図
書
館

の
協

力

を
得

て

呂
O

に
変
換

し
、
大
学

史
資
料

セ

ン
タ
ー
に
収

め
た
。

歌

詞
集

は
、

畑
が
作

詞

し
レ

コ
ー
ド
化

さ

れ
た
歌
謡
曲

、
映

画
主
題
歌

、
歌
曲
、
明

大
応
援

歌

な
ど

の
歌

詞
と
、
松
竹

俳
優
座

談
会

「恋

愛
講

座
」

の
記
録
を

一
冊

に
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
は
中
央
図
書
館
の
明
大
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
。

三

広
島
大
学
附
属
図
書
館

畑

が
亡

く
な

っ
た
昭
和

三

二
年

に
、
未

亡
人
か

ら
広
島

大
学
附
属

図
書

館

に
、
放

送
劇
台

本
、
朝

11
新

聞
連
載
小

説

(切
抜
帖
が
)
、

ラ

、

ジ
オ
放

送
原
稿

、

ス
ク

ラ

ッ
プ
ブ

ッ
ク
な
ど

六
十

五
点
が
寄
贈

さ
れ

た
。

と

こ
ろ
が

、㍉
平
成

[
五
年

に
未

亡
人
が
亡

く
な

り
、
遺
品

を
引

き
継

い
だ
渡

邉
白
蘭

氏

(後
述
)
が
、
資
料

の

一
括
保

存
を

願

っ
て
同

館

に
照

会

し
た
ど

こ
ろ
、

す

べ

て
が
紛
失

し

て

い
る

こ
と
が
判

明
し

た

(「
中
国
新
聞
」
平
成

一
六
年
六
月

二
七
日
)
。
寄

贈
礼

状

に
添
付

さ

れ
た
リ

ス
ト

に
よ
れ
ば
、
原
稿

三
点
、

ス
ク
ラ

ッ
プ
ブ

ヅ
ク
十

三
冊
な
ど
、
復

元
す
る

こ
と

の
で
き
な

い
資

料
が
多
数
含

ま
れ

て
お
り
、

か
え
す
が

え
す
も
残
念

で
あ
る
。
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四

渡

邊
白
蘭
氏
所
蔵
資
料

●

渡
邊
氏

は
畑

の
甥

に
当

た
る
。
広
島
市

西
区
在
住

で
、
煎

茶

・
華
道

高
遊
外
売
茶

流

の
家

元
で
あ

る
。
畑

が
亡
く
な

っ
た

の
は
、
同
氏

が
高
校

生

の
時

だ
そ
う

で
あ
る
。

鼻
梁

が
高

く
細

面

の
風
貌

は
、

ど

こ
か
畑
を
髪

髭
さ
せ

ら
れ
た
。
畑

に
子
供

が
な
か

っ
た

こ
と
か
ら
、

未

亡
人
死
亡
後

に
、
約

二
百
点

の
資
料

を
託
さ
れ
た
。

二
〇
〇

五
年

八
月

に
同
氏
宅

を
訪
問

し
、
次

の
資
料

を
拝
見

し
た
。

こ
れ
ら

の
資

料

の

一
部

は
、

同
氏

か
ら
、
複

写
等

に
よ

り
次
掲

の

広

島
市
立
中
央

図
書
館
広
島

文
学
資
料
室

に
寄
贈

さ
れ
て

い
る
℃

応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕

一

(飯
澤
)



大
学
史
ノ
ー
ト

ア

ス
ク
ラ

ッ
プ
ブ

ッ
ク

第

一
九
集
。
内
容

は
、
葬

儀
な
ど
死
後

の
記
事
。

第

一
～

一
八
集

は
広
島
大
学
附
属
図
書
館

で
紛
失
。

イ

本
学

図
書
館
長

(後
藤
総

一
郎
)
か
ら
畑
愛
子
氏
宛
寄
贈
礼
状

(
一
九
九
七

年

一
〇
月

一
日
付
)

ウ

広
島

大
学
附
属

図
書
館

長
か

ら
畑
愛
子
氏
宛

寄
贈
礼
状

(昭
和
三
二
年

一

二
月

一
七
日
付
)

工

自
筆
履
歴
書

オ

写
真
。

大

正
末

期

頃

に
横

田
英

雄
学
長

・
山

田
新
搾

ら

と

写

し
た
も

の
、
記
念
館
前

で
卒
業
記
念
と
思
わ
れ
る
も

の
、
な
ど
。

力

作
品
原
稿
、
畑
耕

一
宛
書

簡
、

そ

の
他

の
遺
品

(写
真
は
、
渡
邊
白
蘭
氏
と
残
さ
れ
た
ス
ク
ラ
ヅ
プ
ブ

ッ
ク
)

五

広
島
市
立
中
央
図
書
館
広
島
文
学
資
料
室

一一298一

 

鈴
木

三
重
吉
、
細

田
民
樹
、

阿
川

弘
之
、
畑
耕

一
ら
広
島

に
関

わ
り

の
あ
る
文
学
者

二
十
名

の
関
係
資
料

を
収
集

し
て
い
る
。

こ
れ
ら

は
、
広
島
市
立
中
央
図
書
館
編
刊

『
広
島
文
学
関
係
資
料

目
録
』

(平
成

一
六
年
三
月
)
に
ま
と

め
ら
れ

て

い
る
。
同

目
録

は
本
学

図
書
館

に
寄
贈

さ
れ
、
畑
関
係
部

分
は

コ
ピ

ー
に
て
大
学
史
資

料
セ

ン
タ
ー
に
収
め
た
。

、

同
目
録

に
は
、
畑
関
係
資
料
三
〇
五
点
が

登
載

さ
れ
て

い
る
。
内

訳
は
、
著
作

(著
書
、
新
聞

・
雑
誌
掲
載

一
四
三
点
、
原
稿

一
二
点
、



葉
書

・
封
書

一
四
〇
通
、
色
紙

・
掛
け
軸

四
点
、
写

真

二
枚
、
そ
の
他

四
点
)
で
あ

る
。
・葉
書

・
封

書

は
殆
ど
が
、
文
学
上

の
弟

子
で
あ

っ
た

四
宮
美
智

子

宛
と
郷
里

の
後
援
者

と
思

わ
れ
る
伊
勢
木
武
蔵
宛

に

出
し
た
も

の
で
あ

る
。

そ

の
他

に
は
、

本
学
図
書

館

か
ら

の
寄
贈
礼
状

の
写

し
が
含

ま
れ

て
い
る
。
資

料

は
、
中
性
紙

の
段
ボ

ー
ル
箱

三
箱

に
収
納

さ
れ
、
書

庫

に
保
管
さ
れ

て
い
る
。

二
〇
〇

五
年

八
月

と

二
〇
〇

六
年

八
月
に
、
悉

皆

調
査
を
し
た
。

目
録
刊
行
後

の
追

加
が
あ
り
、
資

料

点
数
は
約

三
五
〇

15…に
及
ん

で

い
た
。

こ
の
中
か
ら
、
本
学

に
直
接
関

わ
る
資
料

を

一
、

二
紹
介
す

る
。

一
つ
は
、
昭
和

一
三
年

(
∵
九
三
八
)
九
月

一
一
日
付
け

で
四
宮

に
宛

て
た
封
書

に
、

ハ
ナ
ガ

ミ
に
書

き

つ
け

て
同
封

さ
れ
た
、

六
大

学

野
球
秋
季

リ
ー
グ

明
治

・
帝
大
第

二
回
戦

の
ス

コ
ア

で
あ

る

(写
真
)
。

こ
の
試
合

は
明
大
が

一
対
O

で
辛
勝

し
た
。

畑
は

四
宮
宛

の

手
紙

で
、
秋
季

リ
ー
グ
は
早
稲

田
が
優
勝
す

る
だ

ろ
う

と
記

し

て
い
る
が
、

こ
の
年

、
明
大
は
春

秋
を
連
覇
し
、
第

二
期
黄
金
期
を
作

り

上
げ

て
い
る
。

も
う

一
点

は
、
同
じ
く
、
昭
和

一
九
年

四
月

二
八
日
付

け

の
封
書

で
、
疎
開
先

に
東
京
か
ら
明
大

の
卒
業
生

が
慰
問

に
来

て
、
東
京

の

応
援
歌
の
作
詞
者
畑
耕

一

(飯
澤
)
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大
学
史
ノ
ー
ト

r

様
子
を
知
ら
せ

て
く
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。

ま

た
、
畑
が
寄
稿
し
た
書
物
雑
誌

「
奇
書
」
第

一
巻
第

五
号

(文
芸
資
料
研
究
会

昭
和
三
年

一
〇
月
)
裏
表
紙

の
出
版
広
告

に
、
「
変
態

文
献
叢

書
」
追

加
第

四
と
し

て
、

尾
佐
竹

猛
の
執
筆

で
、
拷
問
、

死
刑
、
サ
デ

ィ
ズ

ム
や

マ
ゾ

ヒ
ズ

ム
的
心
理
探
求
な
ど
を
内
容

と
す
る

著
作
予
告

が
掲
載

さ
れ

て
'い
る
。

そ
れ
も
、
全
部
脱
稿

す
る
ま
で
書
名
を
定
め
た
く
な

い
と

い
う

の
が
著
者

の
意
向

で
あ

る
と

の

コ
メ

ン

ト
が
付
さ
れ
、
題
未
定

の
ま
ま

で
あ
る
。
尾
佐
竹
は

こ
の
頃
、
文
芸
資
料
研
究
会
か
ら
は
出
版

し
て
お
ら
ず
、

同
叢
書
も
本
編

八
巻
と
追

加
三
巻
で
終

わ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

そ

の
後
ど

の
よ
う

に
な

っ
た

の
か
興
味
深

い
。

六

菩
提
寺

鵠

原
山
離
障
院
真
倉
坊
広
寂
寺

(広
島
市
南
区
稲
荷
町
二
ー
五
)
で
、

J
R
広
島
駅

か
ら
広
島
電
鉄

本
線

五
分

の

「
稲
荷

町
」
で
下
車

し
、

徒
歩
約

二
分
、
.
元
広
島
東
署
近
く

に
あ
る
。

畑
家

と
渡
邊
家

の
合
祀

で
、

「
天
明

五
年
広
島

に
於

て
漆
屋
平
蔵
と
称

し
畑
家
を
創
始
す
」

「
平
蔵
長

男
耕

一
妻

畑
愛
子
」
と
彫
ら
れ

て
い
る
。
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昨
年
来

の
調
査

で
は
、
渡
邊
白
蘭
氏
、
広
島
市
立
図
書
館

司
書
得
本
玲
子
氏

に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

ら
も
御

示
唆
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
校
友

の
高
瀬
淳

氏
か

〆


